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子どもの生活圏とファンタジー
-「子どもの世界」をどう理解するか-
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Iファンタジーへの注目の背景
1960年代、高度経済成長の時代に、競争社会をそのまま反映した受験競争の拡大や交通戦争・公
害などによって子どもの生活する環境が破壊されていく中で、一番ケ瀬康子らは、「子どもの生活圏」
において子どもの成長する権利・発達保障の権利を実現することを先駆的に提起している。
子どもは「日常の行動の積み重ねのなかで、とくに『遊び』を中心に全生活を通じて、その人生
の基礎が形成されていく」存在であり、「子どもの生活圏」とは「本来的に、まず人間が、人間とし
て健康で文化的な最低限度の日常生活を展開するために、必要な場でなければならないはずだ。
こ
とに子どもの場合には、さらにそのなかで自由に遊び友だちをつくり、未来の大人としての成長・
発達が充分になされるだけの状況がなくてはならない」場であるとした(1)。
「地域」(2)の中で、また、
子どもの年齢によっては地域も越えて、子どもの成長や社会の状況によって子どもの生活圏がひろ
がっていくことも狭められていくこともある。
子どもを主体として生活圏を確保していくことが求
められている。
しかしその後、子どもの暮らす環境の劣悪化はさらにすすみ、子どもの生活する自由な時間も減
少し、子どもをめぐる状況は困難を深めている。 地域も「伝統的な生活文化の土壌をほとんど喪失
しており、生産や生活をつうじての人間関係も希薄で自然環境も荒廃している」(3)状況にあるoま
た、2001年6月には大阪池田小で8人の児童が殺傷され、2004年11月には奈良で下校途中の小学生
女児が誘拐殺害されるなど、地域で子どもたちが犠牲となる事件が続いている。
子どもたちが安心・安全に生活し、地域全体に生活圏を広げ、充実した生活と多様な活動を進め
ていくための方策を探求することが必要である。 しかし一方で、安心・安全を確保するために、子
どもの放課後の居場所が学校内などに限定され、生活圏がさらに狭まっていくおそれもある。 安
心・安全な地域をつくることと、子どもの自由な活動を進めることによって子どもの生活圏を広げ
ていくことをともに実現していくために、地域づくりとして「ファンタジー空間の創造」をとらえ
ようという指摘を、今日的に見直していく必要がある。
増山均は、1989年に『子ども研究と社会教育』(青木書店)において、「『子どもの学校外教育』の
活動内容は、そのすべてが『子どもの文化』活動であるといってよい」としている。 そして「『学校
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外教育』における子どもの活動は『遊びを楽しむ』『つくって楽しむ』こと、すなわち、子どもたち
が体と心をのびやかに動かし、創造と想像の世界を大きく拡大していく(ファンタジーの共有)過
程としてとらえることが重要だと思う」とし、「子どもの文化論」の中核に「ファンタジー論」を位
置づけることを提起している(4)
そして、佐藤一子・増山均らは『子どもの文化権と文化的参加』(第-書林)において、子どもの
文化権と文化的参加にもとづく活動を「ファンタジー空間の創造」としてとらえ、「大人と子どもが、
あるいは異なる世代や異なる文化をもつ子どもどうLが出会い、そこでその人らしさが表現され、
互いの理解や共感が育まれるようなファンタジー空間を創出することが、今日的な地域づくりの展
望として切実に求められている」(5)としている。
しかし、その後教育学・社会教育学の分野では「ファンタジー論」が積極的に探求されてはいな
い。2002年の日本社会教育学会の年報『子ども・若者と社会教育』(東洋館出版社(6)において田中
治彦は、「屠場所論」が「今後教育や福祉の現場において子ども・若者たちとどのように関わったら
よいのかを考える際に有効な鍵概念となる」としている(7)。「居場所づくり」は、子どもたちが社会
的におかれた困難のなかで、自分の存在を他者との関係性と空間のあり方から問いなおして具体的
な場所を確保しようという重要な活動である。しかし、「屠場所論」のみへの注目の中では、①子ど
もの居る場所が特定の箇所に限定されかねない、②市民主体の多様な理念にもとづく多様な活動・
場所づくりが視野から落ちかねない、③能動的・活動的な子ども観が見失われかねないなどの危ぐ
があり、地域が子どもたちにとって通過するだけの息苦しい空間となってしまうおそれがある(8)。
近年、実践の分野では、子どもの生活圏を舞台にしてファンタジーを創造する活動が広がりを見
せている。児童館職員であった首里和則や北島尚志らは、1980年代に、子どもの生活圏にファンタ
ジーをひろげる活動(「ファンタジー大作戦」「ミスターⅩをさがせ」など)を展開していた。その
後、北島は「NPO法人あそび環境Museumアフタフ・バーバン」を設立し、全国の子ども劇場など
が主宰する、子どもの生活圏にファンタジーを広げる「まちを遊ぶ!!」活動を展開している。「み
んなで忍者・御殿山」(9)はアフタフ・バーバンの若手スタッフを中心に、事務所所在地域(東京都
武蔵野市御殿山)で継続して行っている活動である。
「子どもがつくるまちミニさくら」(10)千葉県佐倉市)は、現実の商店街に囲まれた空間にファン
タジーの「子どものまち」を創造する活動を行っている。学校にまいた1枚のチラシから1134人
(のベ1787人`07年度)が参加するなど、子どもにとって大きな魅力のある空間が創造されている。
そして、「子どものまち」の活動は、札幌・仙台・市川・武蔵野・多摩百合が丘・横浜・四日市・宝
塚など各地で開催されるようになっている。
これらの活動は、子どもの生活圏である「街」を舞台として、子どもたちが主人公となるファン
タジーの「まち」を創造している活動である。
本研究は、子どもの生活圏を舞台にして子どもと大人が共同してファンタジーを創造している
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「みんなで忍者・御殿山」と「子どもがつくるまちミニさくら」の2つの実践を取りあげ、生活圏を
子どもたちにとってのファンタジーのまちへと創造していく過程を分析し、地域に子どもを主体と
した生活圏を確保していく方策と、子どもと大人の関係性のあり方について考察することを目的と
する。
Ⅱ生活圏を舞台にしたファンタジーの創造
1子どもの生活圏を舞台にした活動
「子どもがつくるまちミニさくら」「みんなで忍者・御殿山」は、子どもの生活圏を舞台にして活
動を展開している。
ミニさくらは、アイアイモール(中志津中央商店街)という現実の商店に囲まれたひろばに遊び
のまちである「子どものまち」をつくっている。そこに官庁街・福祉街・ビジネス街・郊外店街・
工芸大学・のびのび街・工房街などが設定されている。子どもだけが市民となることができ、「子ど
ものまち」の主人公として、それぞれが好きな仕事に、好きな時間だけ従事する。子どもたちは市
役所・市議会・警察などの仕事によってまちの自治を担い、手打ちうどんなどの飲食物やアクセサ
リーなどの製造に従事し、稼いだお金「モール」で買物する。
みんなで忍者は、参加者の子どもが在住する御殿山地域が(参加者は主として御殿山小学校の児
童)忍者修行の場所である。子どもたちは忍者となって「まちのなかの、雨に濡れない、他の忍者
に気づかれない修行道場探し」をする、そして「それぞれの道場で宝を一つ決め、それに関するヒ
ントを一人三枚、紙に書く」という課題をもつ(ll)。
子どもたちは、集合した御殿山コミュニティセンターで「見る修行」「じゃんけん修行」などをし
た後、3つのチームに分かれて(後に遅れた子どものチームが合流して4チーム)まちへ忍者修行の
道場を探しに出かけていく。それぞれのチームは相手に見つからないように、家族を装ったり、遠
くに別のチームを見つけたときにはかげ(商店の入り口の横)に身をひそめたりしながら「H君の
家の下の駐車場」や「植え込みの奥」に修行道場を見つけだす。
子どもが在住する小学校区や、同一市内で営業する商店街が活動の舞台となり、子どもの生活圏
と重なって、「子どものまち」・忍者の「修行道場」という世界が生みだされている。
2人との関わりのなかでひろがるファンタジー
(1)子どもの主体性の尊重
この両方の事例では、子どもたちから出される声や要求を受けとめ、子どもの主体性を尊重しな
がら活動が進められている。子どもの心が自由に活動することによって子どもたちのファンタジー
が広がっていることを指摘できる。
みんなで忍者では、活動を続ける中で見えてきた子どもの姿を事前にスタッフ会議の中で出しあ
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い、そのなかで生まれている子どものグループの動きを尊重しながら、どのようにして全体が忍者
の世界を共有できるかについて話し合っていた。
小2と小3の男子チームの中で、去年から活動を一緒にしている小2の3人が「おれたちは特別だ」
という思いから別行動をはじめてしまった。スタッフは、頭からその動きをおさえてしまうのでは
なく、3人の仲間だという気持ちを大切にして、その別行動は敵にばれないように家族で歩いている
のだとしてフアンジーの物語の中にすえ直していた。そして、この3人が修行道場を見つけると、
別に探していた仲間を呼びに行き、その後は一つのチームとして活動することができた。
ミニさくらでは、第1回の準備の際に「10代スタッフ会議」を開くなど、子どもが主導権と決定
権を持つことを当初から重視してきた。ミニさくらには、「子どものまち」であることを象徴すると
もいえる「ミ-見守ること・ニー忍耐すること・さ-指図しないこと・く-口出ししないこと・ら
-楽園天国」という大人の学校校訓がある。この校訓そのものも、2005年3月19日の「どんなまち
をつくろう会議」(子どもスタッフの会議)で子どもたち自身によって決められており、子どもたち
も自分たちのまちであることを認識し、そのことに楽しさの源を見ているのだと言えよう。
また、2006年には本家ともいえる「ミニミュンヘン」に中学生・高校生の「子ども大便」を派遣
し、「姉妹都市縁組み」の調印をした。そのことによって「ミニさくらに、限界を感じることなく自
分たちの可能性を広げ、勇気づけられることができるのでは」と考えてのことだという。帰国した
子ども大便は、大人スタッフと子どもとの関わり、ゴミが落ちていないことにミニミュンヘン市民
の誇りを感じたこと、そこで見た仕組みやアイデアを大人と子どもに熱っぽく伝えたのだと言う。
子どもの主体性を尊重し子どもたちの心が自由に活動することによって、ファンタジーを広げて
いくことができるのではないか。
(2)「遊び心」を持ち「子どもの時間」を共有する大人とともに
ミニさくら・みんなで忍者において、子どもたちが自由に心を躍らせてファンタジーを広げてい
くとき、「遊び心」を持ちながら「子どもの時間」を共有して子どもたちとともに活動する大人たち
が存在することの重要性がある。
アフタフ・バーバンは、豊かなあそび環境をつくる4本柱として「1大人環境(温もりのまなざし
を広げる)2あそび心環境(表現する力・想像力を磨く)3仲間づくりの環境(関わり合う力・
生き合う力を育む)4まち・あそび場環境(新たなものを生み出す想像力を発揮する)」をあげて
いる。富里和則と北島尚志は、「遊び心」について「一つのものを、その一つのものにこだわらない
で、もう一つの世界をつけ加えていくことではないかと思う」(富里)、「実践をやる中で感じたのは、
一つのものがいろんな風に見えてくることだなと思う」(北島)と述べている(12)
子どもとともに忍者となって、体を横にしないと入れないビルのすき間に入って修行道場を探し、
雨に濡れたマンションの玄関を「滑る修行の道場」として発見して子どもとともに滑り降りること
は、大人にとってはとまどう体験である(当日の活動から)0
しかし子どもにとっても、修行場探し
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に人の家の敷地に入っていくことはドキドキする体験である(小4の女子についてのスタッフの話)0
その気持ちを持った行動をする時間は、大人の常識からすれば理解がむずかしいものだとしても、
子どもにとっては大切な「子どもの時間」(13)である。その気持ちを共有しながら大人が子どもと行
動する時、大人と子どもが同じファンタジーを共有し、より大きく広げていくことができる。
「遊び心」を持ち、「子どもの時間」を共有してファンタジーを広げることは、必ずしもすべての
大人が最初からできるわけではない。2つの実践では、大人たちが成長し、そのような姿勢をつちか
うためのとりくみが行われている。
ミニさくらでは、子どもに付きそってきた親や見学者など、当日参加した大人も「大人の学校」で
校訓を学ぶことができる。そして、子どもとともに活動に参加する大人は、サポーター会議などを通
じて子どもに対する基本姿勢や関わり方を深めていく。2005年度には「『現実の社会では、こうだか
ら』『仕事とは、もっと厳しいものだ』といった視点での指導、口出しは無用です」(「ブース担当サ
ポーターマニュアル」)と、子どもたちを主役として子どもの主体性を尊重することに重点が置かれ
ていた。2007年度には、大人のテーマが「ミニミュンヘンに学ぶ」とされ、ミニミュンヘンで活動に
参加している大人が「自分の仕事に対する強い愛情と誇り、その仕事を子どもに伝えられることの喜
び、自分も子どもたちから学べるという真撃な姿勢、子どもたちを子ども扱いせず同じ目線で接する
点、そしてミニミュンヘンに参加することを心から楽しんでいる」(「ミニさくら2007サポーターの
皆さまへ」)ことから学び、より積極的に大人の関わりを模索していく姿勢が感じられた。
アフタフ・バーバンでは、スタッフによる今回の事業でも事前・事後にスタッフ会議を行い、毎
回自分たちの関わりについて検討している。そして、依頼されてプロデュースする場合には大人の
ワークショップを同時に開催する。また、「広がれ!子どものおとなのあそび心!」と題する
「表現活動研究集会」を毎年主宰するなど、子どもと大人の新たな関わりを探求し広げる活動を続け
ている。
3ファンタジーの創造と地域の発見
(1)地域がちがって見えてくる
アフタフ・バーバンによる『まちを遊ぶ』のなかでは、「Iまちがちがって見えてきた」として、
「忍者修行ハイキング」・まちの猫を探す「こちらオニヤンコ探偵団」・空き屋を発見し謎を探る
「ゆうれいやしきの謎」などの実践が紹介されている。
ミニさくらでは現実に商店が営まれ大人たちが日々働いている商店街と、みんなで忍者では子ど
もたちが通学や日常の遊びの時に通過する地域と、重なりあってファンタジーがうまれている。
つも見ているビルとビルのすき間やマンションの裏にある駐車場への扉が秘密の修行道場への入り
口となり、階段の下の空間や駐車場が秘密の修行道場として見え、マンションのスロープは滑る修
行の道場となる。
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そして、活動をともにする仲間や大人は「子どものまち」の住人であり、忍者の仲間であり、対
立する忍者集団の敵である。子ども同士や大人たちは、ファンタジーを共有する仲間となっている。
そしてまた、地域の住民や通りがかりの人も、子どものファンタジーの住人となる。ミニさくらで
は、会場をとりかこむ商店や、たまたま買い物に訪れ商店街を通過する客たちもファンタジーにと
け込んでいる。みんなで忍者では、通行する人々にも忍者修行の道場を探していることがばれては
ならない。時には住人に怒られることもあるが、その人たちも重要な登場人物である。
いつもはただ通過していただけの地域、すれ違っていた人たちが、子どもの内面で意味を帯び、
ファンタジーとして見えてくる。
(2)子どもによる地域の発見
アフタフ・バーバンの拠点地活動スタッフは、地域で継続的に活動を続ける中で、地域と「現実
空間として関われるようになってきた」という。地域に暮らす子ども・母親・「コミセン(コミュ
ニティセンター)のおばちゃん」などから声をかけられるようになってきたのだという。地域を舞
台としてファンタジーの活動をしていくとき、ファンタジーの世界が豊かになっていくのと同時に、
子どもたちにとって、地域の姿もよく見えるようになっていく。
ファンタジーを遊ぶ中で、通学路でしかなかった道路に、ビルとビルの間にすき間があり、そこ
を入っていくと雨にぬれない空間があり、その先には猫がいる駐車場があることを発見する。ただ
すれ違っていた大人たちが、忍者の世界に一緒に入ってくれる商店主であり、入り込むと怒られる
家の人、などと同じ生活圏に生きている人として子どもたちの目に映るようになってくる。アフタ
フ・バーバンの実践の中では、庭のみかんやお寺の土手のヨモギを発見するなど、都会の中でも自
然を発見している(「都会はみかん山・みかん狩りツアー」)。その時にはまた、自由な活動空間を広
げていくと同時に、生活圏にひそむ危険も具体的に認識していくことも可能になると考えられる。
ファンタジーを探して地域へ入っていくことによって、子どもたちは地域を再発見し、子どもた
ちにとって地域が生活する場、すなわち生活圏として具体的に見えてくるようになる。
Ⅲ子どもの心とファンタジー
1子どもの見ている世界と大人から見た世界
2つの実践を通じて言えることは、子どもの見ている世界と、大人が見ている世界とは違うという
ことである。子どもの見ている世界の特徴は、目の前にある現実の世界と重なりあうようにしてフ
ァンタジーを見ているということであり、子どもはその両方の世界を自由に行き来している。
北島は、「まちのなかで、イメージの世界を遊ぶという事は、ふだんなにげなく過ごしている場所
がまるで違う場所になっていく事です。イメージの世界で遊ぶからこそ、実は、現実の世界と深く、
強く関わっていく事になるのです」(14)という。
生活圏が忍者の修行道場・子どものまちに見え、真剣に遊んでいる時、子どもにとってその世界
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はリアリティを持っている。また、生活圏を舞台にファンタジーを遊ぶ中で、地域を、そこに暮ら
す人々の姿も含めて具体的に認識していく。
これはまた、特別にファンタジーの活動を行っているときだけではなく、普段の生活や遊びのな
かでもおきていることである。1、2歳の子どもでも、葉っぱをお皿に見たてて遊ぶなど、想像力に
よってイメージを喚起して遊んでいる。日常生活の中で、ふとしたきっかけでチャンバラごっこを
はじめるとき、その子どもは臨時にサムライの世界に入り込み、また、すぐに現実世界へと戻って
くる。現実の世界と重なりあってファンタジーが存在し、その両方を生きているのが「子どもの世
界」である。
2子どもの心とファンタジー
ファンタジーは主に文学の-形式としてとらえられてきた。 『指輪物語』の作者であるJ・R
氏・トールキンは、「妖精物語とはなにか」という問いに「妖精物語は妖精国についての話とするの
が正しい」(15)と答えている。妖精物語は「第一世界」である現実の世界にたいする、「第二世界」
としての「妖精国」の「準創造」だという。そして、「大事なのは、それがほんとうのこととして示
されること」なのだという。また、今江祥智は「大人にとってはありふれた現実世界にすぎないが、
子どもにとってはもう一つのファンタジー世界であるものを措いてみせる」(16)のがファンタジーの
方法であるという。
そして今江は、「本来、子どもがそのなかで自由に遊べ、その空想力を刺激され、やがては想像力
につながる自由な精神風土をつくる児童文学」の一つがファンタジーだとする。 また河合隼雄は、
ファンタジーは子どもの「内的世界を表現している」ものであり、子どもはその「内的な人生を生
きる」ものであると述べている(17)
これらは文学としてのファンタジーについて語られたものであるが、子どもたちは日々の生活の
中で心の中にファンタジーを生みだし、その世界を生きている。ヴイゴツキーは、ファンタジーを
心に生み出す力、すなわち想像力は子どもの時からもっている人間の基本的力だという(18)。ファン
タジーとは、子どもたちの一人ひとりが、想像力によって内面に創造し、内的な人生を生きている
世界である。
「子どもの文化論」の中核に「ファンタジー論」を位置づけることを提起した増山均は、「ファン
タジーは、文学の方法であると同時に、じつはわれわれ人間の精神活動の方法であり、外的世界と
内的世界のむすびつけ方の方法であり、想像力によって日にみえないものを思いえがき生きる目標
やエネルギーを生み出していく力」(19)であるとして、日常生活や活動のなかで重視する必要を考察
している0
子どもの内面に生み出されるファンタジーに注目することによって、「子どもの世界」の独自性を
理解できるのではないか。
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3「子どもの世界」とは-現実世界と子どものファンタジーー
そのように子どものファンタジーをとらえるとき、子どもの内面には、「子どもの世界」が、すな
わち、現実の世界とファンタジーとがともにリアリティをもって重なりあうように存在していると
理解することができる。そして、現実での体験の広がりとファンタジーの拡大とはあいともに進む
過程であると考えられる。
ヴイゴツキーによれば、想像活動のよりどころとなっている第1にして最も重要な法則は「人間
の過去経験がどれだけ豊富で多様であるかに直接依存している」ことだという。そしてまた、想像
力は人間の経験を拡大する手段でもある。すなわち、想像力と経験には二重の相互的な依存関係が
あり、「第一の場合は想像力が経験に依存しているのに対し、第二の場合は経験が想像力に依存して
いるといえる」(20)のだという。
現実での経験が広がるときファンタジーが広がり、ファンタジーが広がるとき現実での経験も拡
大し、「子どもの世界」は広がっていくのだととらえることができる。
Ⅳ子どもの生活圏にファンタジーを創造することの意味
1子どもの生活圏確保の可能性
「子どもの世界」に生活圏と重なりあうようにして存在しているファンタジーに注目するとき、子
どもをめぐる困難を解決していく可能性を開くことができる。それは、第一に子どもの生活圏確保
の可能性である。生活圏と重なりあってファンタジーが広がるとき、それまではただ学校と家庭と
を往復するために通過する道でしかなかった地域を、子どもにとって意味のある生活や遊びの空間
であり、他の子どもや大人との関わりを広げる場所、すなわち生活圏として再発見することが可能
となる。それはまた、通過するだけの時には気がつかなかった、地域とそこに暮らす人たちの魅力
を知ることでもある。
そして同時に、子どもの心に生まれるファンタジーに注目することによって、地域を変え、子ど
もの生活圏を子ども主体の視点から創造していくことが可能となる。子どもたちを取りまく環境が、
自由に安心して行き来できる場となり、ファンタジーを広げることのできる生活圏となっているの
かを問いなおし、その視点から地域や活動を問いなおしていくことによって、地域全体を子どもの
生活圏として創造していくことができる。
延藤安弘は、市民主体の活動から生まれた「まちづくり」という言葉が、40年を経るなかで、今
あるまちを破壊してうえから作り直すことに使われることもある状況にたいして、「まち育て」とい
う視点を提起している。「まち育て」は、まちも人もそれぞれが関わりあうなかで、その魅力を再発
見しながらじっくりと育てていこうという方法である。そして延藤は、まち育ての4つの柱の第1に
「子どもの視点」をすえている。延藤たちは、まち育ての出発に当たって、「タンケン・バッケン・
ホットケン」と題して、子どもたちとともにまち探検に出かけ、まちの魅力を発見し、その感動を
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造形として表現することからはじめるという(21)。これは、おとなの目から見た地域の姿だけではな
く、子どもたちの内面にうまれるファンタジーを現実のまち育てに活かしていこうという姿勢であ
oo
子どもの内面に生まれるファンタジーを広げることによって、地域とそこに暮らす人々の魅力を
発見しながら、子どもとおとなとがともに主体となって子どもの生活圏を創造していくことが可能
となる。
さらに、安心・安全な地域をつくっていくためにも「子どもの世界」の拡大は意味を持っている。
子どもたちが自分の手で安全を守り、危険を避けていくためには地域の姿をよく知ることは不可欠
である。さらに、子どもの仲間関係と子ども・大人の安心できるネットワークを構築していくこと
によって、安心・安全を地域に実現していくことも可能となる。
2子ども観を豊かにする可能性
第二に、子ども観を豊かにしていくうえでの可能性である。
今日、子どもたちが生きていくうえでの困難や立ち止まりは深刻である。子どもたちのマイナス
にみえる困難や立ち止まりは、子どもの人生や成長にとって不可欠なプロセスの場合もあり、それ
を乗りこえることによって人間的な成長をえることや、社会の変革につながる契機ともなりうる。
しかし、もう一方で、今日の時代のなかでも発揮されている子どもの力を発見することも求められ
ており、そのことによって子どもを全体的にとらえることが可能となる。
生活圏にファンタジーを広げている子どもの姿を見るとき、子どもたちは環境・人に積極的に働
きかける主体となっている。ファンタジーを遊んでいるなかで、主体的な態度・姿勢が育まれ身に
つけていくことが可能となる。また、仲間関係や人との関わりも広げていくことができる。
トールキンはファンタジーの基礎にあるのは人々の願いであるという0ファンタジーを遊ぶとき、
子どもたちは願いを持ち未来へと向かっていく存在である。生活圏と重なりあうように、願いによ
って子どもの内面に生み出されたファンタジーに注目するとき、困難に満ちているように見える状
況を変える方向と力とが明らかになる。ヴイゴツキーは、「想像力による創造」があらゆる人間活動
の基礎であり、未来に向かって新しい仕界を創造していく力になるとしている。ファンタジーを生
きる姿のなかに、未来に向かって自分自身が成長していく力、世界を変えていく力がつちかわれて
いるのだといえる。
ファンタジーを広げる子どもの姿から、願いを持って未来に向かい、仲間関係を広げ、おとなと
の関係性をつちかい、生活圏を変えていく主体となる可能性を発見し、市民としての子どもの時代
をになう子ども観を明らかにしていくことができるのではないか。
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そして第三に、子どもたちの心にファンタジーが存在していることを知り、遊び心を共有しなが
ら大人が子どもと関わりを広げていくことは、大人と子どもとの新たな関係性を形成していく可能
性を生みだしていく。
「ゆとり教育」の見直しや「低学力」をめぐる論争によって、子どもたちに対する勉学への圧力が
強まりつつある。また、危険といわれる地域で、子どもたちを自由に往来させるのではなく、安全
と思われる学校や「居場所」の間だけを移動させられる生活となってしまうおそれがある。その時、
大人から見て、子どもは効率よく勉強させる対象、危険な場所へとはみ出していかないかと管理す
る対象となってしまう。
子どもたちが心にファンタジーを広げる存在であることを知るとき、子どもは独自の世界を生き
ており、その世界が自由に広がっていくことの必要性を理解することができる。そのことによって、
子どものより道やまわり道なども子どもにとっては心にファンタジーを広げる大事な時間であるこ
とを知り、子どもの独自の時間・独自の世界を大切にするまなざしが生まれる。さらに、生活圏に
ファンタジーをひろげる活動をともにするとき、大人と子どもの間には、遊び心とファンタジーを
共有する新たな関係性が生まれる。
その関係性は、ともに主体として共同して地域を変え生活圏を確保していく、市民としての子ど
もと大人との新たな関係性の構築へと向かう可能性を開くことができる。
おわりに
以上見てきたように、生活圏を舞台としてファンタジーを創造すること・「子どもの世界」を現
実の世界とファンタジーとの重なりとして理解することは、子どもの生活圏の確保・子ども観の創
造・大人と子どもの関係性の構築を今日的に実現していくうえで重要な視点を提起している。生活
圏と重なる子どものファンタジーを広げていくことによって、子どもを主体とした生活圏の確保と、
大人と子どもの新たな関係性を創造していくことを可能とすることができる。
今日、現実体験の減少と、もう一方でのゲーム機器などの普及による仮想空間の広がりは、ファ
ンタジーの一面的拡大という大きな問題性をはらんでいると考えられるが、本研究では言及するこ
とはできなかった。今後の課題としたい。また、子ども同士の関わりの自治への発展、市民として
の子どもと大人との共同による新たな関係性の探求も今後の研究課題である。
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